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 図面要約  放射能と向き合う 放射能被曝と健康 朝日新聞の特集記事より  

 
            5月11日朝日新聞朝刊 「放射能と向き合う」の特集記事 

東日本大震災・原発事故が起こってから、2ケ月経った5月11日の朝日新聞に「放射能と向き合う」の特集記事が掲載された。  

やっと 日本のマスコミから みんなが一番知りたかった「放射能被曝」に関する記事が整理されて発信された記事である。  

海外のインターネットには、発生直後から、専門家によるきっちり整理された記事が広く発信されたのと比べると日本のメデ

ィアを含め、社会の体質がよく判る。  

政治家やマスコミは情報公開論がいまだににぎやかであるが、「みんなが知りたがっている情報は何か 何を伝えねばならぬ

か」については 関心がなく、 この視点からの構成やチェックがなされた形跡がない。  

「言った 言わない」「隠した 隠さない」が議論の中心で「何が伝えねばならぬ情報なのか」の視点は全く無視されている。  

これはいわゆるマスコミをにぎわす専門家と称する人たちも全く同じで、「結局信用ならぬ」ということになる。  

特に日本社会では「情報・事象・施策」そのものよりも「誰が・・・」が一番大事にされ、 

それによって回ってきた社会である。  

今回この「誰が…」が信用ならぬとなるともうお手上げ。  

踊らされぬよう自分の視点を持っておくことが、いかに大事かが思い知らされる。 

  

政治家は今 政争に明け暮れ、TVもまともな議論になっていない。国会中継など質問も回答も全く何をいっているのか 判ら

ない。そのほとんどが 東京がまず第一 れから被災地を付け足すのである。 

それも口では「被災地」を唱えながら…・ 

  

 ●「津波が来る」との情報で「みんながざわざわ言っている中で、一番先に 山の方へ走り出して逃げた人が 

一番ありがたかった」と語る人がTVに映っていた。  

   大事が起こらなければ、「総スカン」を食らう行動とみられるが、  

  「自分の判断を一番に素早く行動を起こすこと」は我々日本人には一番苦手で一番欠けている行動パターン。 

とっさのしかも混乱の中での 行動パターンとして 何が一番大事かの行動か 頭に入れておかねば・・・・  

 ● またぞろ マスコミ・政治家とも「あとだしじゃんけん」のコメントのいかに多いことか  

   「私らは インターネットで知っていたのだが、政府は隠していた」との類である。  



    知っていたなら、なぜ その場での判断・施策に活かし、論をその時に展開しないのか・・・・・  

   結論が判ってから、コメントを構成して作るのは 卑怯極まりなし。「あとだしじゃんけん」だ。   

   話が理路整然としているので、昔から多くの局面で行動を起こした人を批判し、時として評価されることが多い。  

   今回も 政治家やいわゆる専門家と称するコメンテイターにこの種の発言が多く、 

聞く方はついつい人・肩書きに騙されてしまう。  

 等々数えたらきりなし。 

  

「放射能」の危険評価については いまだに 正確な安全と向きあったコメントが出てこない。  

そんな中で、今回の朝日新聞の特集記事「放射能と向き合う」は貴重な記事。  

時間がさらに経過し、多くの解説が出出していますが、まだまだ これという解説に行き当たらぬのも事実。  

ひとりひとりの疑問・判断に役立てばば・・・・と 掲載記事の中から、要旨図面を抜粋してまとめました。 

  

                           2011.6.5. by Mutsu Nakanishi 
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朝日新聞 ２０１１.5.11.朝刊 東日本特集

「放射能と向き合う &  放射能と健康との関係」



放射能と健康との関係[1]-知っておくべき用語の解説- 朝日新聞 ２０１１.5.11.朝刊より図面整理



放射能と健康との関係[2] －被曝線量と体への影響- 朝日新聞 ２０１１.5.11.朝刊より図面整理



● 土壌・海中の汚染は食品などを通じ、

人体の内部被曝に関係

単位

ベクレル/kg

ベクレル/l

● 空間線量は人体の外部被曝に関係 単位

シーベルト/時

ベクレルは放射性物質の放射能を出す能力

シーベルトは放射能を浴びた人体の影響度の単位で

外部被曝の影響度は浴びた線量の総量 シーベルト

内部被曝の影響はベクレルからシーベルトに換算し総量計測

● 放射能を浴びた人体の影響度 単位

シーベルト

放射能と健康との関係 [3] -知っておくべき汚染の種類- 朝日新聞 ２０１１.5.11.朝刊より図面整理



放射能と健康との関係[4] –外部被曝の計算推定- 朝日新聞 ２０１１.5.11.朝刊より図面整理



ベクレル（Bq）をシーベルト（Sv）に換算

結果は Sv、mSv、μSv の3種類で表示
計算式

預託実効線量 = 放射能濃度(Bq/kg) × 実効線量係数(Sv/Bq) × 摂取量(kg/
日) × 摂取日数(日) × 市場希釈係数 × 調理等による減少補正

算出された値は預託実効線量で、50年間（成人の場合）の被ばく量を積算した値。
線量の積分期間は、作業者および成人の一般公衆で50年、子どもでは摂取した年齢から70歳まで。
摂取した放射性物質は時間とともに減少し、減少する早さは放射性物質の種類により異なります。

例えばホウレンソウ1kgにヨウ素131が2000ベクレル（Bq）あ
るとする。これを 2000 Bq/kg と表す。

これに放射性核種に対する実効線量係数（左表参照）というも
のを用いてベクレルをシーベルトに換算する。
ベクレルの値にヨウ素131の実効線量係数（経口摂取の場合）
2.2×10-8 をかける。
2000 Bq/kg × 2.2×10-8 Sv/Bq = 0.000044 Sv/kg
となる。
Sv/kg は 1kg当たりのシーベルト。
mSv や μSv で表すと以下のようになる。

0.000044 Sv/kg = 0.044 mSv/kg = 44 μSv/kg

ベクレルは1秒当たりで定義されている単位ですが、換算されたシーベルト
値は体内に取り込んだ放射性物質が体内に存在している間に人体に影響
を及ぼすと思われる線量。
線量の積分期間は、作業者および成人の一般公衆で50年、子どもでは摂
取した年齢から70歳まで。
摂取した放射性物質は時間とともに減少し、減少する早さは放射性物質の
種類により異なります

換算ツールがプログラムされていて

インターネットにあり、簡単に計算できる

◆ 人体の内部被曝値の計算 インターネットより


